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中学校における包括的児童生徒支援のための学校教育相談活動モデルの検討
A study on a school counseling model for Comprehensive Student Support at 
junior high school 
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MATSUMOTO Tsuyoshi TANIGAWA Rio 
学校教育相談の現状とその課題を整理し, 中学校における開発的な教育相談体制の構築のあ り方を探究した。 その上で, 
学校教育相談活動を通した生徒理解が, 生徒相互, 及び教師との共感的人間関係を促進し, 生徒たちの学校適応感を高め
る有効性を持つことを示すための実践プログラムを開発し, その有効性を教師 ・ 生徒の調査をもとに考察した。 具体的な
方法としては, ①教師対象の 「多面的生徒理解を促進させる職員研修」, ②生徒対象の 「生徒の自己理解や他者理解を促
進させることを目的とした授業」 のプログラム作成 ・ 実践と, それが生徒の学校適応感に及ぼす影響を検討した。 その結
果, 職員研修受講後の教師には, 生徒への指導 ・ 援助, および教師自身についての意識および態度の変容が確認された。 
生徒対象の授業実施後には, 生徒は他者への配慮, 自己表現ができるという自己認知の促進が認められた。 実践プログラ
ムの評価から教育相談を中心とした包括的児童生徒支援総合プランをモデル化した。 
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生は95,442人にのぼり, 在籍者数の2.69% を占めている。 









このよう な青年前期の諸課題は 「適応」 との関連から
考えられることが多い。 適応しているとは, 個人がうま
くいっているという感じ, つまり自ら環境に働きかけ, 
「快適な相互作用 (小林ら, 2008)」 をもてる状態である
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分の能力や適性等を正しく理解できるようにし, 生徒の




筆者らは, 生徒の指導 ・ 援助を行うための学校教育相
談活動には, まだ進展の余地があると考えている。 特に, 
「複雑化する生徒の問題への理解を深める方法 (佐藤, 







となり, 体制を適切に機能させ, より一層, 生徒の自己
実現に向けた指導, 援助につながるものになると考えら




生徒が学校に適応し, 安心感・ 充実感の得られる 「い
きいきと した」 生活を送るためには, 生徒の現状を把握
し, 生徒の発達を促進する教育活動を行うことが重要に


























ビスは, 一人ひとりの子どもの学習面, 心理面, 社会面, 
進路面および健康面における問題状況の解決を援助し, 
成長を促進することをめざす(石隈, 1999)。 学校心理





いる。 これまで, 特定の子どもの心理, 社会面に偏る傾





学習指導, 進路指導, 適応指導の場で実践される。 これ
らの3 つの場に活かされるのが1 次的援助である。 この






















によって, 教師も, 生徒も, 現在の自分, そして自分と
他者との関係を振り返り, どのようにあるべきかを考え








能にすると考えられる。 一方では, 理解に伴う さまざま
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な困難も予想されるため, 教師は , 生徒を取り巻く いろ
いろな立場の人との間で, その生徒についての事実や意
見を交換するよう な機会をもつよう に努めなく てはなら





の関係を見直すS P トランプを用いた研修, ②生徒の現
状を共通理解するためのK-J法を用いた生徒理解, ③イ
ンシデント ・ プロセス法を取り入れた共同参画による事





























て気付く ためには, これまでの自分を 「ふりかえる」 こ
とが重要である。 「ふりかえる」 ことによって, 他者と
のかかわり方を改めて考えることができる。 そして, 他
者の考え方を 「みとめる」 ことで, 自分も他者の存在も
受け容れることができるようになる。 さらに, 他者の意
見を聴いて, 新たな知識を得ることにより視野を 「ひろ
げる」。 また, 互いのかかわり を拡げて, 相互に交流す
ることを通して, 自己への洞察を 「ふかめる」 ことにな




段階① ふりかえる 今の自分を 「ふりかえる」 一 自
分らしさについて考え, 人とのかかわり を意
識する。
段階② みとめる 自分も他者も 「みとめる」 一 他者
の意見を尊重し, 自信をもって積極的に交流
する。
段階③ ひろげる 視野を 「ひろげる」 一 他者との円
滑な関係を基盤に, 新たな考え方を取り入れ
る。
段階④ ふかめる 考えを 「ふかめる」 一 他者の意見
を聴いて, 自己の価値観や生き方についての
考えをもつ。 







A市B中学校では, ①生徒の自主・ 自律の精神の育成, 
②学力向上, ③開かれた学校づく りに取り組んでいる。 
①は生徒相互の協力により, 自治活動を充実させ, 自分
が周り (友達 ・ 保護者 ・ 教師 ・ 地域) に常に支えられて
いることを自覚し, 自分も周りの人を支えようという気
持ちを育む。 ②では 「わかる授業の研究 ・ 楽しい学校づ
く り」 を目指し, 生徒にとって 「安全 ・ 安心・ 安定」 の
場所となるような学校づく りに努めている。 教育相談に














質問紙は 2 部構成とした。 まず, 「教育相談体制」 に
ついての質問を実施した。 調査項目は 「積極的関心」4 
項目, 「情報交換」4 項日 , 「生徒指導部会」5 項目, 
「相談的雰囲気」3 項日の計16項日であり, 26名から回
答を得た (有効回答率83.9%)。 なお, 質問紙は, 伊藤
(1997) の一部を, 中学校一般教師向けに改変したもの
を使用した。
次に, 教師の 「不適応 (不登校) 問題」 への意識調査
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(Fig. 1)。 ところが, 「職員会では問題をじっく り検討
することができていないと感じている」 と回答した教師
が 7 割以上であった。 他の教師への援助行動に 「抵抗が
ない」 という教師が9 割以上を占めているが, その反面, 
生徒の問題に 「自分だけで対応する傾向がある」 と答え
る教師もまた7 割以上見られた (Figure 2)。
また, 「不適応 (不登校) 問題」 についての質問への
回答には, 次のよう な意見が見られた(一部抜粋)。
< 生徒について>






















Fig. 1 B中学校の 「学年部会における相談への意識」
Fig. 2 B中学校の 「職員の相談・ 援助への意識」
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という心理的負担が働く という ことも考えられる。 教師
間で, 生徒の問題について提示し話し合う場がなければ, 
抱え込みをなくすことは難しいのではないかと思われる。
また 「不適応(不登校) 問題」 への意見からは, 教師
の抱える悩みが読み取れる。 意見を分類すると, 「研修
の充実」, 「周囲の生徒への働きかけ」, 「保護者や関係機















(1) 「多面的生徒理解を促進させる職員研修」, (2) 
「生徒の自己理解や他者理解を促進させることを目的と
した授業」 をそれぞれ立案 ・ 実施する。 さらに, (1) に
ついては, 研修による教師の生徒への意識や態度の変容
から, (2) については, 授業実践による生徒の自己理解
促進の意識から, 生徒の学校適応感への影響について調
査用紙を用いて検討する。
職員研修と授業では, 2.2で述べた 「①ふりかえる」, 
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「②みとめる」, 「③ひろげる」, 「④ふかめる」 という4 
つの段階を踏まえた活動を行う。 生徒理解の各段階とプ












実態把握として, 教師への聞き取り, 生徒へは 「グルー
プ実習」 と 「ストレスマネジメ ント」 の授業を実施した。 
授業後には, 生徒は学級への所属感を得ることができ, 






































































生徒理解を図るプロ グラ ムと して, 教師の研修会
(Tablet ) を実施した。
各研修の参加者の感想をもとに実践を考察する。研修
1 では, 生徒理解のためには, 「共通の話題が不可欠で
あり, どれだけよく見ているか, 知つているかという こ
とかと思う」 等, 生徒のことを多面的に見る力, 知ろう





つことが, 理解の幅を広げることにつながる。 一方, 研














生徒への授業プログラム(Table t ) について, 授業
の様子, 生徒のふりかえり用紙の感想から考察する。 授







考えられた。授業2 では, 大きく3 つの視点が得られた。 
①意見が言えることを楽しいと感じていること, 逆に, 
自己表現が苦手である場合は, うまく伝えられないので







認された。 授業3 は, 授業 2 に引き続き, 活発に意見交
換が行われた。 「話し合いの効果」, 「話し方や意見の伝
え方の工夫」, 「自己と他者との関係」 への気付きが得ら
れた。 授業4 では, 生徒一人ひとりの話し合いの技能を
高めること, 学級集団としての話し合いの経験を重ね, 





によって, 生徒は周りの人がどのよう な考えに基づき, 
意見を述べているのかを知ることができたと思われる。 
話し合いにおいて自己の価値観を他者のそれとつき合わ




ある。 第1 回から, 第 4 回までの振り返り用紙では, 
「興味をもって学習に取り組めた」 生徒の割合は, 81%, 
84%, 86%, 78% となっており, 80%前後の生徒が学習






















が終了した段階で, 記述式アンケートを行った。 ① 「研
修後, 考えたことおよび参考になったこと」, ② 「この
ような働きかけをしよう と思った ・ 働きかけをしたこと」
を主発問として, 回答の記述をもとに受講後にあらわれ
た新たな意識や行動を 「教師自身についての変化」 と, 
「生徒に対しての変化」 に分けて捉えた。 教師の変化を
促した要因としては, 1 「教師が生徒の問題にかかわる
場」, 2 「同僚の実践からの学び」, 3 「研修のプログラ

















校の 2 年生の心の構造は, 第 2 回目も第1 回目と同様に
安定したものであることを確認した。 項目ごとのt検定
の結果より, 「相手の立場に立って考えてみることがで
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とが示された。 「学校生活への満足度」 については, 2 
回目の調査から生徒は不安や緊張を感じることが少ない










図を示す (Figure 3)。 







である。 ここでは, 道徳教育, 学級経営, キャリア教育, 







理解の 「ふりかえる」, 「みとめる」, 「ひろげる」, 「ふか
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・ S Cや関係機関との連携 
・対話を通した自己理 
解 


















































地域・ 家庭教育分野 ・ 保護者との連携 
・ 関係機関との連携 
・ 自己を取り巻く人と 
の関係への気付き 
・ 意見交換と共通理解 
の場の確保 
・ 自己を取り巻く 
人への関心 
